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要旨 

 

 生産者間で価格競争が行われているが、小売業者の間では数量競争が行われ

ている状況では、小売業者数が増えれば生産者の（プライス・コスト）マ－ジ

ン率は低下する。したがって、生産者が少数であっても、小売業者が多数存在

すれば市場は競争的となる。実際、小売店舗数の多い最寄り品においては、生

産者数が少なくても、小売業者間の競争ゆえに市場は十分競争的である。本稿

では、この点について実証的に検討する。 
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